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評価→Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：達成がやや不十分である Ｄ：達成が不十分である  

項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見 
基礎・基本の定着 
個に応じた学習指導 

前年度に引き続き、授業おける１単位
時間の目標と評価を明確にするよう実践
した。数・英の少人数授業、学年選択授
業、学習支援教室の開設時間増により基
礎・基本が定着してきた。学習成果が低
迷している生徒に対する指導として、Ｔ
Ｔの他、ＴＡ導入による個別指導も実施
した。 

Ｂ 

・授業規律を含め授業の重要性を全教員が共
通理解し、一中の授業形態を継続する。 
･英・数は、少人数授業でのメリットを生か
し、より細かなプログラムによる習熟度別
授業を実施する。英は、学年選択授業、Ｔ
Ｔ活用によりきめ細かな指導を徹底する。
･教科担任主導による学習支援教室により、
課題のある生徒への対応を工夫する。 

道徳教育の充実・推進  市の研究奨励校として、道徳的実践力
を高める研究を道徳の時間を核として、
全教育活動で実践した。これにより、生
徒の道徳的価値項目に対する意識が高ま
った。今後も、この実践を継続する。 

Ａ 

･生徒の興味・関心を高める教材の活用や生
徒の実態に合った道徳教育を工夫・推進す
る。 
･全教育活動において、道徳的視点に立った
教育活動を継続する。 

・学習成果が低迷している生徒や支援を必要とす
る生徒への支援は、大切である。 

・地域での生徒は、以前より落ち着き、道徳教育
の成果の表れだと思う。 

・学校が、道徳教育に一生懸命なのがわかる。価
値項目プレートの活用は効果的である。道徳教
育は、保護者・地域も考える必要があり、継続
することも大切である。 

・研究発表会の内容がとてもよかった。生徒の道
徳的価値は、どこまで理解しているかをはかる
ことは難しい。 
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《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

○１単位時間の目標を明確にし、基礎・基本の定着を図る。また、学習成果が低迷している生徒への学習アドバイスをより丁寧に行い、学習支援教室の有効な活用を図る。 

○全教育活動を通じて、道徳的実践力を高める指導を継続する。また、学校・家庭・地域が密接に連携し合い、道徳教育をより一層効果的なものにする。 

基本的生活習慣の確立 継続してあいさつ指導に重点を置い
た。また、授業規律など校内生活に関し
て積極的な指導に取り組んだ。身だしな
みなど改善が図られた。アンケート結果
は、肯定的な評価が生徒･保護者とも80
％を越えた。今後は、「元気よくあいさ
つができる」を目指す。 

Ｂ 
 

･あらゆる場面で、生徒が自然にあいさつで
きるまで指導を継続する。 
･授業規律に全教員が取組み、基本的な道徳
性をより向上させる。 
･指導基準を明確にし、保護者の協力を得な
がら指導を徹底する。 
 

進路指導の充実 各学年、発達段階に応じた進路指導を
実施した。２年生では、職場体験に取り
組み、その実績に保護者･生徒から80％
を超える肯定的な評価を得た。より一層
体験活動を充実させる必要がある。 

Ａ 

･３年間を見通した指導計画を立て、実践す
る。１･２年生において、進学に関する内容
も丁寧に指導する。 
･各学年、体験活動を推進する。 

生徒の自治能力の向上 特別活動において、道徳的価値項目を
明確にし、生徒自らが進んで取り組める
ように計画・実践した。生徒のアンケー
ト結果では、行事や自主性などの対する
肯定的な評価が80％を越えた。 

Ｂ 

・生徒会や委員会による生徒の自主的活動を
活性化、自治能力を高める。 
･共通理解の下、特別活動の目標達成に向け
 計画的に実践する。 
 

・一中フェスタでは、実行委員が意欲的でとても
よかった。 

・あいさつは、よく返してくれる。 
・学校と生徒・保護者との進路指導との意識に違
いがあるのでは。生徒・保護者は、将来の進路
まで考えられない部分もあり、進学に対する指
導も必要だと思う。 

・学校評価の進路に関する質問内容は、もう少し
内容を理解しやすいように改善する必要がある
かもしれない。 
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《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

○基本的生活習慣（授業規律も含む）に関して、指導基準を明確にし、家庭と連携して組織的な指導体制を継続する。また、生徒の自治の力を高める指導を推進する。 

○３年間を見通した進路指導計画を見直し、進学指導にも対応した指導内容を充実する。 



 

 

開かれた学校づくりの推
進 

学校公開を年３回土曜日に開催し、保
護者、地域の方々の学校に対する理解を
深めることができた。また、学年行事等
も公開した。しかし、平日の参加数が少
ないことは、課題である。 

Ａ 

･今後は、今年度より多く学校公開日を設定
するとともに、公開の内容を精選する。 
･次年度も、土曜の公開授業を３回開催し、
学区小学校、地域への紹介を活発に行う。
 

小中連携の推進  テーマを決め、教員対象の小中連絡協
議会を２回開催し、お互いの理解を深め
た。また小学生対象の体験授業、体験部
活動の実施、保護者対象の授業公開を５
日間実施した。児童・保護者の中学への
興味・関心を高めることができた。 

Ａ 

･小中連絡協議会を定期的に開催すること 
を継続すると共に、情報の共有化をより一
層推進する。また、指導の一貫性を高め実
践する。 
･小学生対象の体験授業、体験部活動をよ 
り充実する。 

地域とともに発展する学
校 

 一中フェスタを、生徒実行委員と地域
の方々と密接に連携して行うことができ
た。また、地域の方々との交流が充実し
ＰＴＡとの連携を深めることもできた。
アンケート等から、生徒の意識が高まっ
たことがわかった。 

Ａ 

･全生徒が、自覚を持って一中フェスタに取
 り組めるように工夫・改善を推進する。 
･生徒が、地域の方々と共に計画・立案して
いく機会を増やす。 

地域の教育力の活用  今年度は、書写、進路、総合的な学習
の時間に地域の方や社会福祉協議会など
諸機関の方々を多数活用した。今後も、
活用機会を拡大する。 

Ｂ 

･保護者・地域に人材情報を求め、活用拡大
を継続する。 

・小学校の行事などには、中学生も手伝いに来て
いる。 

・地域やコミセンなどの行事に参加してもらうこ
とが課題である。 

・道徳教育の実践は、地域でも評価している。地
域での評価を、生徒に伝えていくとよい。 

・地域との交流が、ハートカードの取組のように
形あるもの（書面など）で実践できるとよい。 

・青少協は、地域との連携を実践するために協力
する。 

・コミセンは、学校に協力できる人材を紹介する
ことが可能である。 地

域
連
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《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

○学年行事を含め、学校公開の機会を増やし、保護者･地域の方々に教育方針をより一層理解してもらえるように努める。 

○学校が、地域と連携するための仕組作りを行い、地域の諸機関との関係を深めながら積極的に取り組む。 

学校とＰＴＡとの組織的
な連携 

 毎月１回、ＰＴＡ運営委員会を開催し
十分に情報交換及び意見交換ができ、共
通理解を深めることができた。また、行
事などにおけるＰＴＡの協力体制も確立
できた。 

Ａ 

･運営委員会の内容を充実させ、連携をより
一層深める。 
･教職員とＰＴＡ各部会との連携をより一
層推進する。 
 

学校情報の充実  学校ホームページを毎日更新し、常に
最新の情報を提供した。そのため、アク
セス数も飛躍的に増加した。 Ａ 

･今後も、ホームページを情報発信の中心に
位置付け、継続する。 
･各種たより（学校、学年、分掌等）の内容
を充実させる。 
 

・学校運営は、よくなっている。 
・生徒が、校長と教員との協力体制ができている
か、いないかなど分からないのは当然だと思う。
アンケート結果を、あまり気にすることはない
と思う。 

・開かれた学校づくり協議会の討議内容が、レベ
ルの高いものになってきた。学校にとって、よ
い方向になってきている。 
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《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

○ＰＴＡや開かれた学校づくり協議会委員が、学校訪問の機会を増やせるように開催日などの工夫をする。今後も、学校評価を実施することで、学校改善を推進する。 

○ホームページや学校・学年便りなどを有効活用し、充実した学校情報の提供と学校・家庭･地域が連携して行う生徒の育成を、より一層推進する。 

項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見 


